
児童虐待相談対応の状況について



児童相談所における児童虐待相談対応件数の推移

１

※ 平成２２年度全国の件数 ： 福島県を除く
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山口県の児童虐待相談対応件数の内訳①（R3）

身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待

山口県
196

（29.6％）
98

（14.8%）
8

（1.2%）
360

（54.4%）

全 国
49,241

（23.7%）
31,448

（15.1%）
2,247

（1.1%）
124,724
（60.1%）

■ 種類別

全国的な傾向と同様、心理的虐待の割合が最も多く（54.4%）、次いで身体的虐

待の割合が多い（29.6%）
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■ 相談経路

家族 近隣・知人 児童本人 福祉事務所

山口県
57

（8.6%）
24
(3.6%)

9
（1.4%）

47
（7.1%）

全 国
17,345
(8.4%)

28,075
(13.5%)

2,529
(1.2%)

10,682
(5.1%)

児童福祉施設等 医療機関 警察等 学校等 その他

山口県
45
(6.8%)

15
（2.2%）

234
(35.4%)

178
(26.9%)

53
（8.0%）

全 国
2,846
(1.4%)

3,834
(1.8%)

103,104
(49.7%)

14,944
(7.2%)

24,301
(11.7%)

警察等（35.4%）、学校等（26.9%）、家族（8.6%）、福祉事務所(7.1%)の順に

高くなっている。一方、近隣・知人からの相談が全国に比べて低い。

山口県の児童虐待相談対応件数の内訳②（R3）
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児童虐待防止対策に関する現状・課題と対応

児童虐待の発生予防・早期発見につなげることが大切！

【課題】

【現状】
・児童虐待相談対応件数は高い水準で推移。
・死亡事例（令和２年度77人（全国））をはじめ痛ましい事案も発生。

➢地域住民に児童虐待防止対策に関する普及啓発が必要

➢地域の中で子育てに悩む保護者をいち早く発見し、行政

が関与できる環境づくりが必要

４



１８９（いちはやく）サポート推進事業について

趣 旨 児童虐待の防止に向けて、子育てに悩む家庭をいち早く（１８９）

見つけ、早期対応につなげるため、県民や企業・団体と協働し、社会

全体で子育て家庭を見守り、支える環境を目指します。

子ども・子育て家庭

実施ｽｷｰﾑ

見守り活動

①１８９サポーター

県 民

②ヤングサポーター

③虐待防止全力宣言企業

企 業 等

子どもや保護者のＳＯＳの声をキャッチ

連絡

地域の中での見守りや助言

若い世代に虐待防止を普及

県

養成
認定

地域見守り活動等に取り組む企業や
団体と連携し、早期発見・早期対応

社会全体で子育て家庭を見守り支える環境
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①「１８９（いちはやく）サポーター」について

目 的

○ 児童虐待の未然防止・早期発見に向けて、地域の中で、若い親の
子育て家庭や多子世帯等に対し、見守り活動や声かけ、ちょっとし
たアドバイスなどの活動を行う。

○ 身近な場所で相談できる地域のつながりや困難を抱える家庭を早
期に発見し、対応につなげる役割を担う。

○ 児童虐待の兆しを発見し、児童相談所等に連絡する。

対 象

母子保健推進員、民生・児童委員、ファミリーサポートセンター、母
親クラブ、子ども１１０番の家に登録されている方、登録希望の県民
の方 等
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②「ヤングサポーター」について

目 的

○ 中学生、高校生、大学生など若い世代から、家庭や子どもを持つ
ことの楽しさや素晴らしさを身近に感じてもらう。

○ 「体罰等によらない子育て」への知識を持ってもらい、交流を通

じて、知識の輪を広げていく活動や虐待防止の普及啓発活動を行う。

対 象

保育・福祉関係資格の養成校（大学、短大、専門学校等）の学生、
コミュニティ・スクールと連携し、学校内子育てひろばを実施する中
学校や高校の生徒 等
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③「児童虐待防止全力宣言企業」について

目 的

○ 地域見守り活動に取り組む企業・団体等と連携し、児童虐待の未
然防止や早期発見につながる活動を社会全体に普及し、定着を図る。

○ 児童虐待防止に取り組む企業を認定し、企業の取組推進を図ると
ともに、優良な活動報告を取りまとめ、ホームページで公表する。

対 象

地域の見守りに関する協定及び包括連携協定締結企業、誰もが活躍で
きるやまぐちの企業、子ども１１０番の家登録企業 等
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